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平成 29 年 7 月発行  新潟市学校図書館支援センター  

新潟市学校図書館

支援センタ－通信
４つの支援センター 

合同でお届けします

巻頭言 

「学校図書館支援の広がり」 中央図書館長 三保恵美子 

先日，関東地区公共図書館協議会研究発

表大会が新潟市で開催されました。県内は

もとより，関東甲信越の公共図書館から

150 人ほどの図書館関係者が参加しました。 

「地域とともに成長する図書館」，「地

方創生時代の図書館が目指すもの」とい

うテーマでの基調講演ののち，５つの事

例発表がありました。 

新潟市からは「こんにちは！学校図書館

支援センターです～公共図書館を拠点と

した学校図書館の支援」というテーマで，

学校図書館支援センターについて発表を

しました。公共図書館関係者の集まりです

から，参加の皆さんはあまり興味がないの

かと危惧していましたが，発表後の懇談会

では，いろいろな地域の参加者から「教育

長から学校図書館支援についての命題を

もらっているのだけれど・・」とか，「私

の地域でも新潟市のような支援センター

があればいいのに・・」などという感想が

たくさん寄せられました。従来の“公共は

公共，学校は学校”という縦割りの考え方

から“学校と公共図書館との連携”へと時

代の変化を感じました。 

新潟市は教育ビジョンで「学・社・民の

融合による人づくり，地域づくり，学校づ

くり」の考え方が重視されていますが，子

どもの読書推進を巡っても「学・社・民の

融合」が不可欠です。学校図書館支援セン

ターが市内４つの区の中心図書館に設置

され，公共図書館と一緒になって学校図書

館を支援していることは，非常に効果的な

ことで，他の県や市からも先進的な取組と

して注目されていることが分かりました。 

今回の発表は，中央図書館学校図書館支

援センターの村山主任が担当しました。内

容は新潟市の概要，市立図書館の概要，新

潟市の教育の目指す方向，図書館の目指す

方向，支援センター設置の経緯，業務紹介，

公共図書館に学校図書館支援センターが

ある意義，改善すべき課題など，設置から

現在までを振り返り，改めて自分たちの存

在意義や役割などを確認する好機になり

ました。 

中には「なぜ総合教育センターに置かな

かったの？」というお尋ねもありました。

しかし，今，学校図書館と公共図書館が距

離を縮め，互いに高めあって，子どもの読

書活動推進に着実に実績を上げているこ

とを実感しています。 

中央図書館

豊栄図書館

白根図書館

西川図書館
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平成 29 年度 学校図書館支援センター紹介 
基本の取組 
担当区ごとの学校図書館の現状把握とニーズ調査を土台に，次の取組を基本に行う。  

（１）学校図書館訪問  

（２）業務相談や資料相談など個別相談への対応  

（３）学校司書研修（新任研修・実務研修）と「教員と司書との連携充実」講座への協力  

（４）団体貸出（学校貸出図書搬送含む）による資料提供  

（５）学校図書館に関するさまざまな情報提供  

（６）新潟市の学校図書館と学校図書館支援センターの取組の情報発信

平成 29 年度重点 
（１）3 年目に入った「学校図書館活用推進校事業」への協力（「第二次新潟市子ども読

書活動推進計画」）

（２）特別支援学校の司書配置を受けて，学校図書館整備への協力（「第二次新潟市子ど

も読書活動推進計画」）

（東区・中央区担当）  

担当：村山裕子，青野萌，新保千香子 

村山主任は４つの学校図書館支援センター

のまとめ役です。６月の関東地区公共図書館協

議会研究発表大会で，公立図書館を拠点とした

学校図書館の支援について発表を行いました。 

青野主査は学校図書館訪問では，現場の学校

司書や司書教諭の悩みに耳を傾け，参考事例や

図書を紹介しながら的確なアドバイスを行っ

ています。皆からとても頼られる存在です。  

新保嘱託は学校図書館訪問をしながら，学校

貸出セット【オレンジＢＯＸ】や団体貸出の窓

口として搬送依頼業務も行っています。いつも

落ち着いた仕事ぶりが定評です。

学校図書館支援担当 西脇進也

（北区・江南区担当）  

担当：三條直子，新野美奈子 

三條主任は，整理整頓が得意で，学校図書

館訪問でも館内の環境整備に目を配っていま

す。図書の購入・除籍等の質問や，学校司書

か ら の 細 か な 相 談 に も 丁 寧 に 対 応 し て い ま

す。姉御肌で，学校司書も図書館職員も信頼

を寄せています。  

新野嘱託は沼垂小学校から異動してきまし

た。大規模校等での豊富な勤務経験があり，

学校司書の立場がよく分かり，相談には経験

を生かした的確な助言をしています。新しい

仕事に意欲的に取り組んでいます。  

館長 木村隆行

（秋葉区・南区担当）  

担当：子安洋子，佐久間圭子 

子安主任は，豊富な職場経験や知識を生か

した学校図書館活用の説明や各種講座の案内

などをきめ細かに行い，佐久間主査は各校の

取組状況など情報提供とアドバイスを行い，

張り切って支援を進めています。  

学校図書館訪問では，これまでの積み重ねは

もちろん，校長先生自ら積極的に関わっている

こと，子どもが楽しく意欲的に取り組めるよう

に工夫していることがしっかりと伝わり，学校

を挙げて活用されるようになってきたことな

どを嬉しく感じながら，日々頑張っています。 

館長 大平市平

（西区・西蒲区担当）  

担当：渡邊実和，市村寿美子 

西川の支援センター担当は 2 年目の渡邊主

任，1 年目の市村嘱託のフレッシュな二人組で

す。主任として支援センターの業務以外にも

目を配る渡邊，毎朝「おはようございます！」

の声で事務室内を明るくする市村，ごく最近

までの学校勤務経験が，教職員との関わり方

や業務の進め方等に悩む学校司書への精神的

なフォローに確実に生きていると感じます。  

学校図書館訪問では，校長先生からお聞きす

る学校や子どもの様子と，読書や教育について

のお考えが二人にとって何よりの勉強になりま

す。これからもご支援をお願いいたします。

館長 山下洋子
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年間事業計画

【４支援センター共通】

4月 ・ 新任学校司書研修①4 日（火） 

・ 新任学校司書研修②5 日（水） 

・ 担当者会議① 

5月 ・ 合同会議① 

・ 新任学校司書研修③18 日（木） 

担当者会議② 

6月 ・ 新任学校司書研修④12 日（月） 

7月 ・ 新任学校司書研修⑤13 日（木） 

・ 担当者会議③ 

8月 ・ 教員と司書との連携充実Ⅰ「図書館

活用推進編」3 日（木）（全市対象/

総合教育センター主管事業） 

・ 教員と司書との連携充実Ⅱ「探究学

習編」24 日（木）（全市対象/総合

教育センター主管事業） 

9月 ・ 担当者会議④ 

10月 ・ 担当者会議⑤ 

11月 ・ 担当者会議⑥ 

12月 ・ 新任学校司書研修⑥ 

・ 担当者会議⑦ 

1月

2月 ・ 学校図書館支援センター運営検討委

員会（主催 学校人事課） 

・ 担当者会議⑧ 

3月 ・ 合同会議② 

・ 担当者会議⑨ 

通年 ・ 支援センター通信合同版発行  

・ ホームページ更新 

・ 学校図書館関連研究集会等への参加 

・ 授業（学校図書館・読書教育等）の

参観 

・ 市小研学校図書館部，中教研学校図

書館部，中学校司書の会との連携 

【各支援センターのトピックス】

● 豊栄 
学校司書実務研修① 

「学校図書館とＮＩＥ－新聞を

活用しよう」 

6 月 

学校司書実務研修② 

「子どもの理解と特別支援教育」

10 月 

学校図書館訪問① 4～7 月 

学校図書館訪問② 10～12月

学校図書館訪問③ 1～2 月 

運営協議会 ６月，2月 

● 中央 
学校司書実務研修① 

「学校図書館とＮＩＥ－新聞を

活用しよう」 

6 月 

学校司書実務研修② 

「テーマ未定」 

12 月 

学校図書館訪問① 5～8 月 

学校図書館訪問② 10 月 

学校図書館訪問③ 12～2 月 

運営協議会 ８月，2月 

● 白根 
学校司書実務研修① 

「学校図書館とＮＩＥ－新聞を

活用しよう」 

９月 

学校司書実務研修② 

「子どもの理解と特別支援教育」

12 月 

学校図書館訪問① 5～６月 

学校図書館訪問② 9～11 月 

学校図書館訪問③ 2～3 月 

運営協議会 7 月，2 月

● 西川 
学校司書実務研修① 

「学校図書館とＮＩＥ－新聞を

活用しよう」 

９月 

学校司書実務研修② 

「子どもの理解と特別支援教育」

12 月 

学校図書館訪問① 5～8 月 

学校図書館訪問② 12～1 月 

運営協議会 7 月，2 月
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学校図書館を支える各種会議の紹介 
学校図書館の基盤整備や活用推進を目的に，３つの会議が開催されています。会議では，情報交換だけ

でなく，相互協力のきっかけとなっています。 

学校図書館支援センター運営検討委員会 
主催 学校人事課（H28:教育総務課） 

運営検討委員会は，全市の学校図書館支援センターのあり方，取組についてご意見を

いただく場として試行の時期（平成 20～22 年度）から実施しています。29 年度から

学校図書館支援センターの設置主体が教育総務課から学校人事課へ移動したことに伴

い，本委員会の主催も学校人事課になりました。毎年 2 月に開催しています。 

28 年度の会議では，つぎのようなご意見をいただきました。 

 特別な用件がなくても，支援センターから「どうしていますか」と声をかけてほしい。 

 子どもの居場所として，図書館に誘い込む取組や環境づくりの工夫を知りたい。

 子どもの知識欲や追求意欲を育てていくうえで，図書館活用は重要である。

 特別支援学校・学級に資料面からの支援をしてほしい。

学校図書館支援センター運営協議委員会 
主催 学校図書館支援センター

運営協議会は，支援センターごとに開催し，学校現場や指導主事から担当区の実情に

沿ったご意見をいただくために設置されており，事業の拡充や業務の見直しなどの参考

にしています。各支援センターで年 2 回開催しています。（中央図書館の第 2 回は，運

営検討委員会を兼ねています。） 

運営協議会委員  小中学校の学校長・図書館主任・学校司書，各区教育支援センターの

指導主事，学校支援課・総合教育センターの指導主事（中央のみ）

学校図書館関係課・機関連絡会議 
第二次新潟市子ども読書活動推進計画では，市役所の中で子どもの読書にかかわる部

署が集まって情報共有し，取組の相互協力を進めるため，「庁内推進会議」を設置して

います。さらに部会として「学校図書館関係課・機関連絡会議」を設け，学校図書館に

特化した意見交換を行っています。年２回行われる連絡会議により，教育委員会全体で

整備と活用への支援を進めています。  

連絡会議委員  教育次長，教育総務課長，学務課長，施設課長，地域教育推進課長，

学校人事課長，総合教育センター所長，学校支援課長，生涯学習セ

ンター所長，中央公民館長，中央図書館長 

発行：新潟市立中央図書館

〒950-0084  

新潟市中央区明石 2-1-10 

TEL 025-246-7700  

FAX 025-246-7722 

お知らせ 
平成 29 年度の学校図書館支援センター通信は， 

4 支援センター合同で年 3 回発行する予定です。各

支援センターによる通信の発行は休止します。


